
高度経済成長期に観光地、温泉地を訪
れる国民の数が急増（団体旅行中心）

日本人の観光レクリエーション観の変化（イメージ）
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花見、紅葉狩りといった物見遊山、農閑期
の湯治、社寺詣のための旅、富士講、御
嶽講など一種の団体旅行が盛ん

欧米から登山、キャンプ、スキー等の新
たな野外レクリエーションが移入

占領軍の進駐等により外国人がゴルフ、
乗馬等（昭和２２年、ゴルフ場、スキー場、
乗馬施設を公園事業施設に追加）

昭和５５年より、昆虫採集や炭焼き等体
験型の利用メニューを取り込んだ「ふるさ
と自然公園」の整備

昭和６０年代 リゾートブーム

平成５年頃からエコツアーを実施する民
間事業者が全国で活動を開始（西表島、
屋久島、軽井沢、知床など）

平成１４年 国際エコツーリズム年


